
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
も
持
株
会
社
中
心
の

経
営
管
理
体
制
に
移
行

　

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
）
は
今
年
５
月
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
大
き
な
見
直
し

を
実
施
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。
Ｓ

Ｍ
Ｆ
Ｇ
の
発
足
以
来
続
い
て
き
た
銀

行
主
体
の
経
営
管
理
体
制
を
改
め
、

持
株
会
社
を
「
核
」
と
し
た
統
合
的

な
グ
ル
ー
プ
管
理
を
目
指
す
。
経
営

の
監
督
と
執
行
を
分
離
す
る
こ
と
で
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
強
化
す
る
こ
と

が
狙
い
だ
。

　

現
在
、
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
の

が
傘
下
の
証
券
会
社
や
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
の
組
織
再
編
だ
。

Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
の
持
分
法
適
用
子
会
社

（
40
％
出
資
）
だ
っ
た
三
井
住
友
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
株
式
保
有

割
合
を
７
月
29
日
付
け
で
60
％
に
引

き
上
げ
、
連
結
子
会
社
化
し
た
。
ま

た
、
三
井
住
友
銀
行
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
日
興
証
券
を
今
年
10
月
に
Ｓ
Ｍ
Ｆ

Ｇ
の
傘
下
に
移
行
さ
せ
た
う
え
、
２

０
１
８
年
１
月
に
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン

ド
証
券
と
合
併
さ
せ
る
。
こ
の
組
織

再
編
は
、
銀
行
が
証
券
会
社
を
経
営

管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
メ
ガ

バ
ン
ク
と
同
様
に
、
銀
行
の
兄
弟
会

日
本
の
銀
行
が
、
監
督
と
執
行
を
分
離
し
た
り
、
持
株
会
社
の
機
能
・
権
限
を
強
化
し
た
り
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
目
立
つ
の
が
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
へ
の
移
行
や
持
株
会
社

の
取
締
役
会
の
機
能
強
化
、
持
株
会
社
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
経
営
管
理
体
制
へ
の
移
行
な
ど
だ
。
激
変
期

に
あ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
も
と
、
銀
行
の
持
株
会
社
経
営
も
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
化
し
そ
う
だ
。
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銀
行
が
生
命
保
険
会
社
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
保
険
窓
販
の
代
理
店
手
数
料
を
、

大
手
５
行
が
10
月
か
ら
開
示
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
金
融
庁
の
問
題
意
識
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
手
数
料
問
題
は
、
当
初
、
開
示
を
義
務
化
す
る
方
向
で
調
整
が
進
ん

で
い
た
が
、
地
銀
界
が
反
発
。
結
局
、
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー

の
観
点
か
ら
銀
行
側
に
対
応
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
手
数
料
開
示
の
あ

り
方
を
議
論
し
て
い
る
金
融
審
議
会
の
結
論
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
大
手
行
が

開
示
に
踏
み
き
る
こ
と
で
、
地
銀
界
も
追
随
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

市
場
Ｗ
Ｇ
の
結
論
を
待
た
ず
に
決
着
し
た

銀
行
保
険
窓
販
の
手
数
料
開
示
問
題

大
手
行
は
10
月
か
ら

足
並
み
そ
ろ
え
て
開
示

　

大
手
行
が
相
次
い
で
、
運
用
型
の

生
命
保
険
商
品
の
代
理
販
売
で
保
険

会
社
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
手
数
料

を
、
10
月
か
ら
開
示
す
る
こ
と
を
発

表
し
て
い
る
。
大
手
５
行
は
10
月
か

ら
の
開
示
に
向
け
て
生
保
各
社
と
準

備
を
進
め
て
お
り
、
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
保
険
窓
販
手
数
料
を
開
示
す
る

こ
と
に
な
る
。
各
行
と
も
新
し
い
説

明
資
料
を
用
意
し
て
、
手
数
料
を
販

売
時
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
対
価
と
位
置
付
け

て
明
示
す
る
方
針
だ
。

　

開
示
の
対
象
と
な
る
保
険
商
品
は
、

市
場
リ
ス
ク
を
伴
う
貯
蓄
性
保
険

（
保
険
業
法
上
の
特
定
保
険
契
約
）。

金
融
商
品
取
引
業
法
上
の
行
為
規
制

の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
商
品
だ
。
一

時
払
い
、
平
準
払
い
と
も
に
開
示
対

象
に
な
る
。
開
示
方
法
は
春
に
い
っ

た
ん
生
命
保
険
協
会
が
策
定
し
て
い

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
沿
い
、
初
年

度
の
手
数
料
と
次
年
度
以
降
の
手
数

料
が
明
示
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　

ま
た
、
開
示
対
象
と
な
る
貯
蓄
性

保
険
の
多
く
は
初
年
度
の
手
数
料
が

高
い
「
Ｌ
字
型
手
数
料
」
だ
が
、
こ

う
し
た
手
数
料
体
系
を
金
融
庁
が
問

題
視
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
生
保

会
社
と
大
手
行
と
の
間
で
手
数
料
の

受
取
り
方
の
見
直
し
も
進
ん
で
い
る
。

契
約
時
の
手
数
料
を
抑
え
、
契
約
期

間
中
の
残
高
に
応
じ
た
継
続
手
数
料

の
配
分
を
高
め
る
体
系
に
見
直
す
こ

と
で
、
販
売
時
だ
け
で
は
な
く
、
契

約
期
間
を
通
じ
た
顧
客
へ
の
ア
フ
タ

ー
フ
ォ
ロ
ー
を
促
す
。

　

さ
ら
に
、
銀
行
側
の
「
手
数
料
偏

重
の
業
績
評
価
」
が
顧
客
本
位
の
販

売
を
妨
げ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
手
数
料
開
示
以
外
の
取

組
み
と
し
て
、
収
益
で
は
な
く
残
高

ベ
ー
ス
等
で
の
評
価
に
移
行
し
て
い

る
銀
行
も
あ
る
。
三
井
住
友
銀
行
は

今
年
度
か
ら
、
実
際
の
手
数
料
収
益

の
金
額
で
は
な
く
、
商
品
区
分
ご
と

に
定
め
た
一
律
の
料
率
を
営
業
店
の

業
績
評
価
に
用
い
て
い
る
。

市
場
Ｗ
Ｇ
で
は

結
論
が
出
て
い
な
い
が
…

「
銀
行
窓
販
の
手
数
料
開
示
」
を
巡

っ
て
は
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
市

場
リ
ス
ク
を
伴
う
貯
蓄
性
保
険
が
銀

行
窓
販
で
売
れ
筋
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
関
連
し
て
、
金
融
庁
の
森
信
親

長
官
は
今
年
１
月
、
銀
行
が
生
保
会

社
か
ら
得
て
い
る
手
数
料
が
高
水
準

で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
問
題
意
識
に

言
及
。
そ
の
後
、
金
融
庁
が
生
保
業

界
と
銀
行
業
界
に
対
し
て
、
貯
蓄
性

保
険
の
銀
行
窓
販
手
数
料
を
開
示
す

る
方
向
で
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

業
界
側
は
狼
狽
し
た
が
、
金
融
庁

の
意
向
は
強
か
っ
た
。
今
年
５
月
末

ま
で
に
「
保
険
会
社
向
け
の
総
合
的

な
監
督
指
針
」
の
改
正
案
を
公
表
し
、

10
月
１
日
か
ら
開
示
を
義
務
化
す
る

方
向
で
業
界
側
と
調
整
を
進
め
た
。

生
保
協
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
作
成

す
る
な
ど
、
金
融
庁
の
シ
ナ
リ
オ
ど

お
り
に
事
が
進
ん
だ
が
、
土
壇
場
に

な
っ
て
地
銀
界
が
開
示
の
義
務
化
に

猛
反
発
。
大
手
地
銀
の
頭
取
自
ら
、

「（
銀
行
窓
販
だ
け
手
数
料
の
開
示

を
義
務
化
す
る
こ
と
は
）
生
保
会
社

の
営
業
職
員
や
乗
合
い
代
理
店
と
の

平
仄
が
合
わ
な
い
」
と
声
を
荒
ら
げ

た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
金
融
庁
は

監
督
指
針
の
改
正
案
を
〝
お
蔵
入

り
〞
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
法
令

に
よ
っ
て
開
示
を
義
務
化
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー

・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
銀
行

側
に
自
主
的
な
開
示
を
促
す
姿
勢
に

方
針
転
換
。
森
長
官
は
「
金
融
審
議

会
を
中
心
に
幅
広
く
議
論
し
て
い
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預
金
は
固
定
金
利
調
達
と

変
動
金
利
調
達
の
複
合
負
債

流
動
性
預
金
は
通
常
の
社
債
や
借

入
金
の
よ
う
な
負
債
と
比
較
し
て
、

以
下
の
特
性
を
も
っ
て
い
る
。

①
調
達
金
利
で
あ
る
預
金
金
利
は
市

場
金
利
に
連
動
す
る
が
、
１
０
０
％

連
動
で
は
な
い

②
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
に
流

動
性
預
金
の
一
定
額
が
滞
留
す
る

ま
ず
①
に
つ
い
て
具
体
例
で
示
す

と
、
市
場
金
利
が
１
０
０
ｂ
ｐ
、
預

金
金
利
が
30
ｂ
ｐ
の
状
態
で
、
市
場

金
利
が
１
０
０
ｂ
ｐ
上
昇
し
て
２
０

０
ｂ
ｐ
に
な
っ
た
場
合
を
考
え
る
。

預
金
金
利
は
市
場
金
利
に
連
動
し
て

上
昇
す
る
が
１
０
０
ｂ
ｐ
は
上
昇
せ

ず
、
た
と
え
ば
30
ｂ
ｐ
上
昇
し
て
60

ｂ
ｐ
に
な
る
よ
う
に
、
い
く
ら
か
の

追
随
率
に
基
づ
い
て
上
昇
す
る
（
こ

の
場
合
、
預
金
金
利
の
市
場
金
利
追

随
率
は
30
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。

こ
の
よ
う
な
特
性
は
、
預
金
が
固
定

金
利
調
達
と
変
動
金
利
調
達
の
複
合

負
債
で
あ
る
と
考
え
る
と
理
解
が
容

易
に
な
る
。
簡
単
な
例
と
し
て
負
債

サ
イ
ド
は
預
金
１
０
０
億
円
、
資
産

サ
イ
ド
は
変
動
金
利
資
産
30
億
円
と

固
定
金
利
資
産
70
億
円
で
構
成
さ
れ

て
い
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
考
え
る
。

２
０
１
６
年
２
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
り
、
銀
行
の
主
要
投
資
年
限
に

お
け
る
国
債
金
利
は
マ
イ
ナ
ス
で
推
移
し
て
い
る
。
運
用
収
益
を
向
上
す
べ
く
、
超
長
期
債
や

外
債
へ
の
投
資
を
拡
大
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
が
、
銀
行
の
流
動
性
預
金
の
特
性
を
ふ
ま
え
て
、

Ａ
Ｌ
Ｍ
的
な
観
点
か
ら
と
り
う
る
投
資
行
動
を
整
理
し
た
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
流
動
性
預
金
が

変
動
金
利
と
固
定
金
利
の
複
合
調
達
手
段
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
下
に
お
け

る
預
金
の
特
性
お
よ
び
そ
れ
を
考
慮
し
た
リ
ス
ク
バ
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
短
期
金
利

ま
で
含
め
て
金
利
が
相
対
的
に
高
か
っ
た
07
年
と
比
較
し
な
が
ら
解
説
す
る
。
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